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 論文審査の結果要旨 
論文題名： 
Evaluation of the therapeutic effectiveness of EMG bio-feedback 
therapy after elbow surgery using minimal detectable change as 






本論文は肘関節周辺術後患者 36 名における筋電図バイオフィードバック療法（以下 BF
療法）の効果を示す評価指標の再現性と、算出した最小可検変化量（以下 MDC）を用いて



















主査：埼玉県立大学大学院保健医療福祉学研究科 教授 原 和彦
副査：埼玉県立大学大学院保健医療福祉学研究科 教授 西原 賢
副査：早稲田大学人間科学学術院 准教授 田山 淳
